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の締切日延伸と、本誌を首都大学東京機関リポジトリ「みやこ鳥」に登録し電子的形態でインターネット上に公開する という二点である。投稿の締切日を延伸 たのは、新しい知見を有する優れた内容の修士論文・卒業論文 （学士論文） を埋もれさせることな 、その執筆者に少しでも多くの投稿機会を恵与したいという理由からである。また、日本国内においてもほ んどの学術雑誌・紀要がリポジトリ機関で掲載 をインターネット上で公開しており、学術論文を電子媒体で公開すると う国際的な学術研究の趨勢に従うものである。しかしながら、本誌の雑 形態 の刊行は従前どおりとする。　
会員の優れた学術論文を学界に広めるために、本誌が少しでも
お役に立つことができれば、会として幸いであ 。会員の皆様には奮って玉稿の御投稿を賜わりたい。
二〇一七年五月一三日
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